
芦屋町職員芦屋町職員のの給与・定員管理給与・定員管理のの状況状況をを公表します公表します

  ３．３．初任給の状況初任給の状況（令和６年４月１日現在）（令和６年４月１日現在）

区分
一般行政職 技能労務職

大学卒 高校卒 高校卒
芦屋町 196,200 円 170,900 円 164,000 円

国 196,200 円 166,600 円 －

　令和５年度決算統計調査と令和６年給与実態調査・
定員管理調査（4月 1日）の資料に基づき、芦屋町職
員の給与と定員管理などの状況を公表します。詳しく
は町のホームページで 4月末までに公開する予定です。

▽問い合わせ　人事係（☎２２３-３５７４）

職員数
（Ａ）

給与費 １人当たり
給与費

（Ｂ／Ａ）給料 職員手当 期末勤勉手当 計（Ｂ）
153 人 5 億 3659 万円 9237 万円 1億 9498 万円 8 億 2394 万円 539 万円

②職員給与費の状況（令和５年度普通会計決算）

  １．１．総括総括（普通会計決算）（普通会計決算）

住民基本
台帳人口

（令和６年１月１日）

歳出額
（Ａ）

人件費
（Ｂ）

人件費率
（Ｂ／Ａ）

前年度の
人件費率

1万 2942 人 101億 886 万円 13 億 2539 万円 13.1％ 13.8％

①人件費の状況（令和５年度普通会計決算）

※普通会計とは、一般会計と給食センター特別会計のことです。
※�人件費には、特別職の給与や報酬、一般職の給料や諸手当のほか
に共済組合負担金などが含まれます。

  ２．２．平均給与月額の状況平均給与月額の状況（令和５年４月１日現在）（令和５年４月１日現在）

区分
一般行政職

平均年齢 平均給料月額 平均給与月額 平均給与月額
（国ベース）

芦屋町 40.7 歳 299,694 円 357,095 円 324,626 円
国 42.4 歳 322,487 円 － 404,015 円

区分 労務職
芦屋町 36.3 歳 229,600 円 260,867 円 237,267 円

国 51.2 歳 286,942 円 － 329,178 円
※�平均給与月額とは、給料月額（基本給）と扶養手当、地域手当、
住居手当、時間外勤務手当などのすべての諸手当の額を平均した
もので、平均給与月額（国ベース）とは、国家公務員と同基準（時
間外勤務手当などは含まない）で額を平均したものです。

  ４．手当の状況４．手当の状況

支給割合
役職加算

期末手当 勤勉手当
2.45 月 2.05 月 5 ～ 15％

①期末手当・勤勉手当（令和５年度支給割合）

区分 勤続 20 年 勤続 25 年 勤続 35 年 最高
限度額

１人当たりの
平均支給額

自己都合 19.67 月分 28.04 月分 39.76 月分 47.71月分 175 万円
勧奨・定年 24.59 月分 33.27 月分 47.71月分 47.71月分 －

②退職手当（令和６年４月１日現在）

※�１人当たりの平均支給額は、令和５年度に退職した職員に支給さ
れた平均額です。

③その他の手当（令和６年４月１日現在） 

手当名 内容と支給単価
１人当たりの
平均支給年額

（令和 5 年度決算）

地域手当
（給料 + 扶養手当 + 管理職手当）
×支給割合（芦屋町：0％、福岡
市：10％）

� 323,820 円

特殊勤務手当 徴税特殊勤務手当、
ボートレース事業特殊勤務手当など � 261,336 円

扶養手当 子� 10,000 円
子以外� 6,500 円 236,232 円

住居手当 借家� 上限 28,000 円 256,140 円

通勤手当
公共交通機関 � 上限 55,000 円
自家用車など（2km 以上） 
� 2,000 円～ 24,400 円

61,422 円

管理職手当 � 49,600 円～ 72,700 円 791,811 円
時間外手当 正規の勤務時間外の勤務 318,843 円

※�職員数は一般職に属する職員数で、休職者、育児休業者、派遣職
員を含みます。

  ６．職員数の状況６．職員数の状況（各年４月１日現在）（各年４月１日現在）

職員数（人） 対前年
増減数
（人）令和５年 令和６年

普
通
会
計
部
門

一
般
行
政
部
門

議会 3 3 －
総務・企画 51 57 ６
税務 13 11 △ 2
民生 25 28 3
衛生 12 11 △ 1
農林水産 5 5 －
商工 5 5 －
土木 14 16 2

計 128 136 8
教育部門 19 17 △ 2

　小計 147 153 6
会
計
部
門

公
営
企
業
等

下水道 4 4 －
ボートレース 21 22 1
その他 5 6 1

小計 30 32 2
合　計 177 185 8

区分
部門

  ５．特別職の報酬などの状況５．特別職の報酬などの状況（令和６年４月１日現在）（令和６年４月１日現在）

区分 報酬 退職手当 期末手当
議　長 345,000 円

該当なし
� 6 月期 1.425 月
�12 月期 1.425 月

（特別職加算 20％）
副議長 318,000 円
議　員 298,000 円

区分 給料 退職手当 期末手当

町　長 744,000 円 給料月額×
在職年数× 450/100

� 6 月期 1.5 月
� 12 月期 1.5 月
（特別職加算 20％）

副町長 621,000 円 給料月額×
在職年数× 300/100

教育長 581,000 円 給料月額×
在職年数× 240/100

事業管理者 562,000 円 給料月額×
在職年数× 240/100
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芦屋町公式ＬＩＮＥ

　

２
月
22
日
土
～
３
月
16
日
日
、
芦

屋
釜
の
里
、芦
屋
歴
史
の
里
、ギ
ャ
ラ

リ
ー
あ
し
や
で
は
令
和
６
年
度
福
岡

県
立
美
術
館
所
蔵
品
巡
回
展
移
動
美

術
館
展「
芸
術
の
海
へ
飛
び
出
そ
う
～

３
館
を
め
ぐ
る
芦
屋
ア
ー
ト
の
旅
～
」

を
開
催
中
で
す
。
今
回
は
、
本
展
覧

会
の
注
目
作
品
の
中
か
ら
福
岡
県
立

美
術
館
所
蔵
作
品
を
紹
介
し
ま
す
。

●�

上あ
が
の
や
き

野
焼「
三
彩
茶
碗
」18
世
紀（
芦

屋
釜
の
里
展
示
）

　
上
野
焼
は
、小
倉
藩
の
御ご

よ
う
が
ま

用
窯
で
、

福
岡
県
を
代
表
す
る
焼
き
物
の
一
つ

で
す
。
慶
長
7
（
１
６
０
２
）
年
ご

ろ
に
、朝
鮮
よ
り

渡
来
し
た
陶
工

尊そ
ん
か
い楷
に
よ
っ
て

釜か
ま
ノの
く
ち
が
ま

口
窯（
福
智

町
上
野
）で
始
め

ら
れ
、現
代
で
も

茶
陶
の
窯
と
し

て
広
く
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
江
戸
時

代
初
期
か
ら
明
治
時
代
ま
で
操
業
し

た
皿さ

ら
や
ま
ほ
ん
が
ま
あ
と

山
本
窯
跡
（
福
智
町
上
野
）
か

ら
は
、
多
種
多
様
な
技
法
や
釉ゆ
う
や
く薬
の

陶
器
が
出
土
し
ま
す
。
今
回
展
示
す

る
「
三
彩
茶
碗
」
は
、
緑り

ょ
く
ゆ
う釉と
黄お
う
ゆ
う釉

の
鮮
や
か
さ
に
目
を
惹
か
れ
る
一
点

で
す
。

●�

伊い
と
う
ほ
う
じ

藤
髟
耳
「
春
ふ
た
た
び
」
２
０

１
１
年
（
芦
屋
歴
史
の
里
展
示
）

　
伊
藤
髟
耳（
１
９
３
８
年
生
ま
れ
）

は
、大
牟
田
市
出
身
の
芸
術
家
で
す
。

昭
和
36
（
１
９
６
１
）
年
に
多
摩
美

術
大
学
日
本
画
科
を
卒
業
後
、
昭
和

47（
１
９
７
２
）年
ま
で
教
職
の
傍
ら

制
作
を
続
け
ま
し
た
。
昭
和
41
（
１

９
６
６
）
年
に
は
再
興
第
51
回
院
展

に
初
入
選
を
果
た
し
て
い
ま
す
。
そ

の
後
も
受
賞
を
重
ね
、
現
在
も
精
力

的
に
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
今
回

展
示
す
る
「
春
ふ
た
た
び
」
は
、
北

鎌
倉
の
明め

い
げ
つ
い
ん

月
院
の
境
内
の
八
重
咲
き

の
桜
を
描
い
た
作
品
で
す
。

●�

中な
か
む
ら
け
ん
い
ち

村
研
一
「
サ
イ
ゴ
ン
の
夢
」
１

９
４
７
年
（
ギ
ャ
ラ
リ
ー
あ
し
や

展
示
）

　
中
村
研
一
（
１
８
９
５
～
１
９
６

７
）は
宗
像
市
出
身
の
洋
画
家
で
す
。

大
正
3（
１
９
１
４
）年
に
県
立
中
学

修し
ゅ
う
ゆ
う
か
ん

猷
館
を
卒
業
後
、
上
京
。
本
郷
洋

画
研
究
所
を
経
て
東
京
美
術
学
校
で

岡お
か
だ
さ
ぶ
ろ
う
す
け

田
三
郎
助
に
師
事
し
ま
す
。
研
一

は
、
前
回
紹
介
し
た
田
中
繁
吉
の
美

術
学
校
の
１
年
先
輩
に
あ
た
り
、
同

時
期
に
フ
ラ
ン
ス
に
留
学
し
て
い
ま

す
。
今
回
展
示
す
る
「
サ
イ
ゴ
ン
の

夢
」
は
、
研
一
の
特
徴
で
あ
る
鮮
や

か
な
色
彩
と
写
実
的
な
画
風
が
表
れ

た
作
品
で
す
。

　
こ
の
ほ
か
に
も
、
福
岡
県
立
美
術

館
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
か
ら
選
び
抜
い

た
美
術
作
品
を
多
数
、展
示
し
ま
す
。

３
館
を
め
ぐ
る
芦
屋
ア
ー
ト
の
旅
を

楽
し
ん
で
く
だ
さ
い
。

�

（
芦
屋
歴
史
の
里
）

紀

史

歴

屋

芦

行
そ
の
三
百
四
十
六

移
動
美
術
館
展　
注
目
作
品
紹
介

▼
二
十
歳
に
な
ら
れ
た
皆
さ
ん
、
お

め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
爪
先
ま
で

き
ら
き
ら
と
輝
く
皆
さ
ん
の
晴
れ
姿

を
、
う
れ
し
く
誇
ら
し
く
見
守
る
保

護
者
に
共
感
し
て
、
ま
だ
15
年
も
先

の
我
が
子
の
姿
を
想
像
し
て
涙
腺
が

潤
ん
で
い
ま
し
た
。
懐
か
し
い
思
い

出
を
語
り
、
離
れ
て
い
た
間
の
軌
跡

を
尋
ね
、
ゆ
っ
く
り
と
会
話
を
重
ね

る
姿
を
見
て
い
た
ら
、
自
分
が
二
十

歳
の
時
、
ず
っ
と
心
に
残
っ
て
い
た

人
と
再
会
し
た
の
に
、
胸
が
い
っ
ぱ

い
に
な
っ
て
一
番
遠
い
席
に
座
っ
て

目
も
合
わ
せ
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
を

思
い
出
し
て
、
あ
の
頃
の
想
い
を
託

す
よ
う
な
気
持
ち
で
、
心
の
中
で
ひ

そ
か
に
「
が
ん
ば
れ
ー
！
」
と
エ
ー

ル
を
送
っ
て
い
ま
し
た
。�

（
野
中
）

▼
広
報
の
仕
事
に
携
わ
り
、
は
や
1

年
。
毎
年
こ
の
時
期
に
な
る
と
1

年
が
経
つ
の
が
早
い
な
と
感
じ
ま

す
。
地
域
お
こ
し
協
力
隊
と
仕
事
を

す
る
こ
と
が
多
く
、
地
域
お
こ
し
協

力
隊
の
頑
張
り
を
そ
ば
で
見
て
い
る

た
め
、
町
民
の
皆
さ
ん
に
も
も
っ
と

知
っ
て
も
ら
い
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。
今
月
号
の
裏
表
紙
に
も
あ
り
ま

す
が
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
コ
ラ

ム
で
は
、
皆
さ
ん
に
喜
ん
で
も
ら
え

る
活
動
や
芦
屋
町
の
情
報
を
発
信
し

て
い
ま
す
。
S
N
S
も
行
っ
て
い
ま

す
の
で
フ
ォ
ロ
ー
お
願
い
し
ま
す
。

�

（
篠
塚
）

編

集
後
記

中村研一「サイゴンの夢」
1947 年

上野焼「三彩茶碗」18世紀
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